
２０２５年１１月６日  

                                                                          内海造船株式会社 

                                                                                （コード番号７０１８） 

 

２０２６年３月期 第２四半期（中間期）決算の概要 
 

１．当第２四半期（中間期）の業績について 

当第２四半期（中間期）は下表のとおり、前年同期に比べて、個別、連結とも減収増益の決算となった。 

（百万円未満切捨て） 

区 分 前第２四半期 （Ａ） 当第２四半期 （Ｂ） 比 較 （Ｂ－Ａ） 

 

売 

 

上 

 

高 

 

個 

 

 

別 

船 

舶 

事 

業 

新 造 船 （１０隻）  ２０，７４０ （１２隻） １９，９０２        （２隻） △８３８ 

改 修 船 （３５隻）   １，６０２ （２９隻）  １，３７４ （△６隻） △２２８ 

そ の 他 １３８ １２７ △１１ 

計 ２２，４８２ ２１，４０３ △１，０７８ 

陸上・サービス事業 ３７ ３９ １ 

計 ２２，５１９ ２１，４４２ △１，０７７ 

連結 

子会社 

船舶事業 ２７ ３７ ９ 

陸上・サービス事業 ２４０ １７２ △６７ 

計 ２６７ ２０９ △５８ 

連 

結 

船舶事業 ２２，５０９ ２１，４４０ △１，０６８ 

陸上・サービス事業 ２７８ ２１１ △６６ 

合計 ２２，７８７ ２１，６５２  △１，１３５ 

  （注）個別・連結売上高の主な減収要因は、新造船の売上対象隻数が前年同期に比べ２隻増加（１０隻→１２隻）したものの、売上対象

船の船種の違い、各船ごとの決算日における工事進捗度が異なることによる。 

改修船については、工事期間が長く、当第２四半期の売上とならない改造工事に取り組んでおり、その間、修繕ドックにおいて一

般の修繕工事ができないことから、前年同期に比べ売上対象船が６隻減少し、減収となった。 

 

（百万円未満切捨て） 

区 分 前第２四半期 （Ａ） 当第２四半期 （Ｂ） 比 較（Ｂ－Ａ） 

損 

 

益 

営  業 

利  益 

個 別 ６２４ １，３６６ ７４１ 

連 結 ６３６ １，３９１ ７５５ 

経  常 

利  益 

個 別 ３６８ １，３３４ ９６６ 

連 結 ３７７ １，３５７ ９７９ 

中間 

純利益 

個 別 ３５３ １，０７１ ７１７ 

連 結 ３５７ １，０８３ ７２６ 

（注）前年同期については、鋼材をはじめとする資機材価格の値上がりなどの影響により、低採算となった船の売上高が占める割

合が多かったことから、利益が低調となっていた。一方で、当第２四半期については、為替相場が円安傾向で推移していること、生

産性向上及び諸経費の削減に取り組んだことから増益となった。 

 

２．船舶事業の受注状況等について 

新造船市場においては、これまでの重油に代わる新燃料（ＬＮＧ、水素、メタノール、アンモニア、バイオ燃料等）を造船所、船主と

もに引き続き検討を進めている状況であるが、特に中小の船主においては、様子見の状況が続いている。また、資機材価格及び

人件費の値上がりに伴い製造コストは上昇している一方で、運賃、用船料の水準が折り合わないことや、造船各社の期近な船台が

埋まっていることから対象納期が３年以上先となるような先物も多くなっており、造船所、船主ともに発注には慎重な姿勢を示してい

る。 

  このような状況のもと、受注については、新造船７隻、修繕船他で６０７億５百万円を受注し、受注残高は、新造船２８隻他で１，３９７ 

億６２百万円（前年同期比４０．０％増）となった。 

  



３．2026年３月期の業績予想について 

当第２四半期において、２０２５年１０月１０日に公表した業績予想からの変更はない。 

また、２０２６年３月期の配当については、１株当たり40円の期末配当を実施する予定である。 

なお、当社の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示する。 

 

                                 （単位：百万円） 

区 分 
通期（予想） 

個  別 連  結 

売 上 高 ４６，０００ ４６，５００ 

営 業 利 益 ２，６００ ２，６００ 

経 常 利 益 ２，４５０ ２，４５０ 

当期純利益 ２，０００ ２，０００ 

（おわり） 


